
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 第１回研修推進部会 

開 催 日 時 令和元年６月７日（金） 18：00～19：00 

開 催 場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 第４会議室（病院４階） 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上 節（部会長） 

大津赤十字病院        片倉 浩理（副部会長） 

滋賀県立総合病院       財間 正純（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  多川 晴美 

滋賀県立総合病院       小野原 明子 

公立甲賀病院         利田 みゆき 

彦根市立病院         木下 千恵美 

市立長浜病院         田久保 康隆 

市立長浜病院         山岸 美紀 

高島市民病院         武田 佳久 

高島市民病院         前川 直美 

滋賀県医師会         中村 隆志 

滋賀県歯科医師会       高山 真一 

滋賀県薬剤師会        小杉 奈緒 

滋賀県看護協会        西井 美恵子 

滋賀県放射線技師会      平田 誠 

滋賀県臨床検査技師会     松井 まり子 

滋賀県歯科衛生士会      玉井 文子 

滋賀県栄養士会        鈴木 真理 

滋賀県病院薬剤師会      寺田 智祐 ＜代理＞原口 久義 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

【オブザーバー】  

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 柳田 英代 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 塩飽 孝子 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院  浅井 由孝 

滋賀医科大学医学部附属病院  黒瀬 和美 

滋賀医科大学医学部附属病院  野原 悦子 

（敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

大津赤十字病院        吉田 友紀 

公立甲賀病院         山崎 道夫 

彦根市立病院         吉川 浩平 

市立大津市民病院       峠岡 佑典 

草津総合病院         小林 遊 

済生会滋賀県病院       鴨井 和実 

近江八幡市立総合医療センター 中野 且敬 

長浜赤十字病院        馬場 弘道 

東近江総合医療センター    目片 英治 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

（敬称略） 



 

議 事 概 要 １．報告等 

・部会長より、今年度より新しく部会長となった旨の挨拶があり、引き続き、新しく部会

員となられた方及びオブザーバーの方々の紹介があった。 

 ・年度最初の部会の開催にあたり、本部会の役割について確認があった。 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

  

２．議題 

（１）令和元年度の取組について 

１）アクションプランについて 

  今年度のアクションプラン及び年間スケジュールについて、昨年度と同様とすることで、

了承された。 

（アクションプラン） 

○がんに関わる医療人の育成に係る研修の検討 

○分野ごとの講演会、研修会等の過不足の改善検討 

○フォーラム・講演会等開催情報一覧表の表示項目の検討 

○県内統一の看護研修会の実施 

（年間スケジュール） 

○年３回の部会の開催 

○看護ワーキング（がん看護研修の実施） 

 ○がんに関わる医療人の育成に係る研修の検討 

○講演会、研修会等の日程を最新化し、ホームページにアップ、研修会の参加者数、満足

度の確認 

 

２）ＰＤＣＡサイクルについて 

  ＰＤＣＡチェックリストの Ｐｌａｎ（計画）について、「各医療機関、団体が主催する講

演会、研修会等の参加人数ならびに満足度」とし、Ｄｏ（実行）については、「参加者の増

に向けた講演会等開催情報一覧表の表示項目等の検討」とすることで了承された。 

 

３）がん関係フォーラム、講演会等開催予定、受入人数について 

  医療圏ごとに報告があった。 

 （大津医療圏） 

  開催数は、27回と例年どおりである。５大がんでは、大腸と肝について現時点では予定が

ないが今後予定されると思われる。 

 （湖南医療圏） 

  全体で27回の開催を予定している。５大がんについては、幅広く実施していく。また、が

んゲノム医療についても網羅できている。 

 （甲賀医療圏） 

  「アピアランスケア」と「がんの就労支援」を中心に行う。また、市民向け公開講座を６

月に開催し、秋にも予定している。「化学療法」についても秋以降に計画している。 

 （湖東医療圏） 

29回の講演会を予定している。５大がんについては、８月に開催の「５大がんの早期診

断と治療」により網羅している。また、去年台風で延期となった「ホスピス緩和ケア」に

ついての講演会を９月22日に開催する。他にウイッグや就労支援の相談会を行う。 

 （湖北医療圏） 

  22回の講演会を予定している。５大がんの中のいくつかを行う。７月７日には、市立長浜

病院と長浜赤十字病院の共催で「湖北がんフォーラム」を開催する予定である（チラシ有）。

（湖西医療圏） 

  泌尿器の医師が常勤となったことに伴い、泌尿器科系統のがんについての市民公開講座を

行う予定で、また、肺がんについても行いたい。医療従事者向けの研修も予定している。他

に中学生を対象とした「がん教育」は、毎回好評で今年度は６校で行う。がんサロンとして、



 

痛み、ストレス、緩和ケア、化学療法を予定している。 

 

  部会長より、次のことについて依頼があった。 

毎月月末締めで、情報を更新し「がん情報しが」に掲載していくので、新たな取組や、

終了後の参加者数、満足度について報告いただきたい。 

  また、タイトル等、患者さんにわかりやすい名称にし、サブタイトルにも工夫をお願いし

たい。医学用語は敷居が高いため工夫をお願いしたい。さらに、工夫で参加人数が増えたな

ど成功事例があれば次回以降でも発表いただきたい。 

     

 ４）看護ワーキングが行うがん看護研修の報告 

  多川部会員より、今年度の取り組みについて説明があった。 

  昨年度より、日本看護協会のクリニカルラダーに基づいて「がん看護研修」のプログラム

を再構築し、基礎編・演習編・スキルアップ編としてプログラムを組んだ。今年度は、基礎

編については、大津・湖西医療圏合同、湖南医療圏、湖北・湖東医療圏合同で、演習編につ

いては、大津医療圏、湖南医療圏で開催する。 

また、基礎編については、歯科衛生士会より受講の要望があり参加していただいている。 

 

参加人数について質問があり、大津医療圏では約40名の参加があり、湖南医療圏での６

月19日は、54名の参加を予定しているとの回答があった。 

 

 ５）施設間ネットワークの形成と人材育成を目的とした滋賀県がん薬物療法conferenceの活

動内容とその効果 

  滋賀県病院薬剤師会の原口氏（寺田部会員代理）より、薬剤師の人材育成の取り組みにつ

いて報告があった。 

  がん専門･認定薬剤師の資格取得者を増やす等の目的で、滋賀県がん薬物療法conference

を年４回開催している。参加施設数は横ばいであるが、参加者数は減少傾向にある。原因の

一つとして、未資格者の参加が少ないことが考えられる。また、がん専門・認定薬剤師の取

得状況は平成23年の７名から平成30年は33名と増加し、湖西医療圏を除く各医療圏に２名以

上の有資格者を配置している状況である。 

  conferenceへの参加により、自施設での医師・看護師との連携や、他施設の薬剤師との人

脈形成のきっかけとなった。 

   

 また、次のような意見があった。 

 ・他職種合同で行うことは非常に良く、ぜひ色々な取組を広げていただきたい。 

・有資格者への目に見えるメリットがないことが懸念される。 

・湖西医療圏に有資格者がいない原因については、conferenceへの参加が少なく、人手不

足が要因の一つと考えられる。 

 

 ６）国立がん研修センターの研修計画について 

  昨年度までは、県の推薦が必要な研修について推薦順位を調整していたが、今年度の研修

計画には、調整が必要なものはない。研修内容を確認していただき、各病院での受講をお願

いしたい。 

 

 ７）各団体の取組について 

 各団体より報告があった。 

（滋賀県医師会） 

・研修会への生涯教育制度指定講習会の単位認定を行っている。このカリキュラムコードは 

83あるが、がんに特化したものがないため、日本医師会に働きかけている。 

・産業医の数が多く、認定更新のための研修会を頻繁に開催し、「がん検診」や「がん患者就

労支援」をテーマにした研修を毎年盛り込んでいる。 



 

 （滋賀県歯科医師会） 

・２年前より口腔がんをチェックする機関を募りホームページにアップし、現在、161機関で

実施している。また、作成したステッカーを医院の出入り口の扉に貼り、外からも見えるよ

うにして口腔がんの認知に役立てている。 

・がん患者の口腔ケアに係る医科歯科連携を推進していく。 

（滋賀県薬剤師会） 

・滋賀県薬剤師会認定「在宅ホスピス薬剤師」のフォローアップ研修を年２回実施し、６月末

に外科の医師に講演していただく予定である。 

・滋賀医科大学医学部附属病院、県立総合病院で開催される研修会について周知し参加を促す。 

（滋賀県看護協会） 

・がん患者のアピアランスケアについて11月に研修会を企画している。 

・12月５日に滋賀県看護学会を開催し、午後には県民の方も含めて「意思決定支援」について、

神戸大学の木澤義之先生にお話いただく。 

（滋賀県放射線技師会） 

・テーマを決めて研修会を行っており、来年１月には「肺がん」をテーマにして行う。 

・医療機器や検査毎に研究会を行う。 

・健康フェスティバルに参加して、一般の方への啓蒙活動を行う。 

（滋賀県臨床検査技師会） 

・県内で実施される健康フェスティバルに参加し、がんに関連する啓蒙活動を行う。 

・「検査と健康展」を開催し、検査を体験しながら一般市民の方々に予防を学んでいただく。 

・医療従事者向けとして、各学術部門において研修会を開催し、他団体との共催も行う。 

（滋賀県歯科衛生士会） 

・診療所に勤務する歯科衛生士のための研修会を行い、また、病院に勤務する歯科衛生士の研

修会においては情報交換を行う。 

・歯科衛生士会のホームページに、がん看護研修〈基礎編〉の受講の案内を載せて受講を促す。 

（滋賀県栄養士会） 

・がん病態栄養専門管理栄養士のスキルアップができるよう意見を収集し研修会を行う。 

（滋賀県病院薬剤師会） 

・滋賀県がん薬物療法conferenceを３回開催予定（７月３日は中止）。 

・地域のがん薬物療法を支える薬剤師養成コースのセミナーを年２回開催。 

・ハイリスクがん患者がん薬物療法セミナーを開催予定。 

 

（２）その他 

１）がん患者団体連絡協議会から 

・７月20日（土）に市立長浜病院にてＡＹＡ世代のがん患者サロンを開催（チラシ有）。 

・がんピアサポーター養成講座の開催案内（チラシ有）。 

・多くの講演会が企画されており喜ばしい。 

・気になった講演会のタイトル名として、「低侵襲手術」や「irAE編」があげられた。 

・「口腔がんチェック推進歯科医院」について、歯科医師会のホームページの一般市民向けサ

イトへの掲載について確認があり、医院の一覧と地図が掲載されている旨の説明があった。 

 

２）滋賀県がん教育部会について 

田久保部会員より、村田前部会長より推薦を受け、滋賀県教育委員会によるがん教育部

会の委員として８月29日に開催される会議に参加し、そこでパネルディスカッションを行

う予定であり、終了後に本部会において報告する旨の説明があった。 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          令和元年７月２日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   研修推進部会 部会長 村上 節 


